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【編集後記】 

 

『村上春樹とアダプテーション研究』Vol.2 をお届けします。2023 年度は諸事情で教務委員長と

なり、別業務が増え、鍛えられる年でした。本号は 2本の研究論文、2本の研究ノート、4本の書

評で構成しました。本誌の特徴として枚数や画像の掲載件数に制限を設けないという点がありま

すが、精査な調査に基づく資料的価値等が加わったものとなっており、村上春樹文学におけるア

ダプテーション研究の底上げを行なえたのではないかと考えております。ただ、本号は論文・研

究ノートが全て映画を扱っており、アダプテーション研究という特色を出すことができたとはい

えますが、次号は別の方向性の論考を出せるように、まずは自分自身の研究を進めたく存じま

す。書評に関しては、村上に関する研究関係書籍を網羅でき、充実した内容となりました。な

お、執筆者は現在科研メンバー中心の構成となっておりますが、投稿には制限を設けてはいませ

んので、投稿希望の方はご連絡いただけると幸甚です。 

（山根 由美恵） 
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